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8月 第 1 2週の礼拝説教要約薔

・ 8月 1日 :マ ル凛櫂音書 6:34‐ 44

「 人を養ラ神 」

・ 8月 8日 :マ ルコ福音書 6:45“ 56

「 神の多忙 」

衣笠病院教会 牧師 富厳晃…童椰



説 永 《 人か泰う沖、粋吟多`泄 》

私11姿夕もの綴|(あ る、崚なつけるあらゆる幕と、撥争つけて賞が

なるあらゆるふな、あなたデ′II(与 えた。それ11あ なたがたの奮

物となる。(整‡協会細嵌夕1壼れri27.)

Åたの地り上 11、 穏和、ガ物警銀造する|こ あたり、人類|(11革会の習慣

を寺傷ゼょぅとしましノ1.ftこ う`it人が、幕会のみにて嵐きることが可

能なの`11晩 lt質 根鉾みてす。その識采が晨キ|(な るのう`、規玲司〔終わる

のかは、本′:億λが分うヽれてヽヽます。

聖‡の民はヘプライ(=ベ ドウイ、ン)と 十ばれた邊瓶亀族のムで
｀
あるこ

とが創誉まH(常亀fよtて ヽヽます。メX/ポ タミアのカルデアのウルからアプ

ラム(の ちのデザラ′ヽム)が脱出した時、薇.ら ぼ尊会のみit上 きること峰ヾ

宰賞上不弯
｀
鵞ことなり、事と棋ヽit上 きる身となります。そんなえれのイメ

_ジ と率飼、ヽで
｀
ぁる神のィメージは、客場|(結 びつくものとなりました。

エデンの爾ギのネ槙権
=夫

つた人類の申から、ムなる神は信仲へと等

くため|く 晟人のノアを、崚た、その争孫のアプラノヽムな1竜 びふヒます。さ

らitそ の子孫の′(め 11詩 ふの地争キえてそこ|(位 まわヤ、戦に
'十

ヒて戦

ォかを得さヤ、彼 らltぼ暮び単会の議会が与えらなヽました。

ただ、十代犠会では穀物の姜定ィ共爬河1儘 なり講ゼん。冷夏なと
｀
のさす

、ヽな気イt共 震勤でも、たち崚ケ供饉,て

｀
薔ヒめらオヽてしまヽ`ます。イエスの

機争追っノことされる敵■人もの人々とは、ます|(無饉の会種難のために

選、ヽ幻爾うメt々 だったとブ獅えらなk載 す。

ィェス11劇 のところて
゛
、増の花や空の鳥れ魯う人の人なるオ十のこと争

人々it教 えてヽヽますが、今度は、受の神の独り子の山春で
｀
しようか。庶真

颯り|(翻諷すると、キリストは、あたう`も、その場所嗣((ぶ どうの蓄水な

等聞踊|(裁埼するう`の政9く )規員職∴しく人々き座らて、薇 ち1(春分をキ

えるよう|〔 餐物舎分離ヒノξので
｀
す。この銀餞上ぼ亭飼｀`のようitで

｀
はな

く、叢たのよう|(、 人々警恭っftぼイ。暴子たちの手静借りて。この形式

が、「空の鳥よりも、野の花よりも鍾澤ず〔人間」 Iミ 相対する時のを
'1と

ヒ

て璃、`られ妻した。その九千は、宗教改革を経たプロテスタント家会 it

ぉける賀碁式の時の濃も暴オ法と酷似 して｀`景す。11ヤ のオ働き|(与 る人 {々壼

時會i亀 えても、何寺` よく似た替要禽争するものなのう`もしれ妻ゼん。

まて、ィェスど薦争ノ(ち α)考亀晟臨は、ガリウヤ:鐵 の囃澤ヒ端で、九オう`ら

,丸 ねこお川のだ曹の機岸 |モ ヽ`ます。その河9の 角こう岸(永岸)|(植 ベツ



サイタ
｀`
と おヽう漁精うヾあり、イエス11賂 争ノ1も 1(舟で

｀
彎こう岸に崚るよう

it金 ビ、彼 ら1套 一几九|(離薄 ヒ議す。一人のこ1れ たイエス1資 なんとうヽ

多くの人々t家鶏潤tつ うヽヤました。
一が、薦争メ〔ちの弁はとヽヽうと、議と鼻の九の、河9の 京婢観tた ど・′,嚇

くことができまゼん。嫌囲1壼 、り:1上 力`ら吹き下ろす光ムのでいで
｀
す。舟

ぼ打時間ものだh ど'ん ど
｀
ん鍋下してヒ政ヽ`、気が特くと薇 らは湖の中央

持雄妻で
｀
押し,丸 さヤtて ヽ`たようで

｀
す。塊代と械邊い、総帯蟷親臓1あ りま

だん。磁るもコンパスもない時代、観夜で'岸
通の風景も働机不籠て

｀`
す。

この状態械、コ響ナの′〔め|(身 動きがとになヽ`塊代のれたちの自帝とも

よく仏て 嗜ヽ す。イエスと薦争たち1満 隆とi颯 で雛れ1離 ″tと なってヒ崚ヽ`

ます。弟子たち11も う朝が本るの争持つ t.う あ`りません。やデて、うっ

すらと京岸のた1多 らヒきものが麟11と まる夜唄け簡のことで
｀
した。彼 ら

の身のオヘと向う`ってくる人影が几えます、少しずつ距離が縮まってき

て 電ヽ す、「(何 だあれは・・・?)」 。農民ヽ 働`をこずやながら、弟子たち械
一人また一人と、その異常な九構争囲撃 ヒます、「うわあ～ ′、ゆ轟奮だ
⌒― l∫ ′」とまあ、フ

1ヽ IS者 の薇 ら|ま '織 てふためヽ`たので
｀
ヒ夫。その人部多

うで、危うく彼らの舟の横争亀り地ぎようとしたとき、菫いψを聞き減す、
「露へ静嵐ゼ、ネだ。怖がるな」。その時、升をオΨヒ流してヽ`た強風は、な

で
｀
か静まりました。

夫われてヽ`た人間綺恙の暮会 ltは 、ふたるイヽミき後繊後のイエスと嬌子
たちとのあの農的な暮会|こ 盛散する難きがあり減した。

さて、朝うヾふて、i難常ならばイエスぼ舟で
｀
カファルナウムtl、 ひとまず

晨って、休鳥などるべき爵キで
｀
す。滞子たちも、周標 |(体 みなともなければ

身がオ寺ち減ゼん。ところがイエスは自宅で
｀
はなく、その最p｀ 由のガリラ

ヤ1鏑 番岸のゲネサレトヘと向かヽ`ました。囲的植、その野の薦人争懸す

ためで
｀
す。日が鼻り、イエスの質者は、たちまち驚

｀
十1(芸?れ渡りまとプ(。

神の独り十は、ここで
｀
も多忙争極めます。共に洋に罐れ た`弟争たちが

この時、ど
｀
こで

｀
何をしてヽ`たのか、イエスの手伝 嗜ヽ したのか、そ4tと も

咋宅ヒてしまったのか、マルコ:i品 普奮のす亀嗜出賞漁琳争守ります。もしか

ヒノぐら薦子たちの疲憾¬(も 働亀慮 してヽ`たのう`もこれまゼん。彼 らltと っ

てイムス・キ)リ ストのれな食うこと11、 ユ人極のことで
.は

ありまゼん。蕨
上にあった』キも、薇̀ら は黒防備のままて

｀
こ′〔。|す れども上イエス械けっ

して薇らな装置ヒたまま|(1ま し」薄んて
｀
した。コロナ黎H(あ って、ツク

チン接機う`2脅終わった人ならば、今食うことので
｀
きるキ )リ ストの概が

と
｀`こう`|モ ありそうで

｀
す。それな几出だす人は幸ミ な`の寺`もヒね妻ゼん。


